
 
２日間で２万人が来場！ 

１００団体が出展！自然を楽しく体験できる関西最大級規模イベント 

自然関連のサークルや地域の自然保護団体等が一堂に会して出展するイベントです。 自然が楽しく知

れる展示やワークショップ、講演会、バードウォッチングなども開催。 子どもから大人までが自然を知

る・学べる場になっています。 

昨年、一昨年と、新型コロナ禍のために開催されませんでしたが、今年は、３年ぶりに大阪市立自然史

博物館で開催されます。 

「鉢ヶ峯の自然を守る会」は、２０１８、２０１９年と２年続けて、ブースを出展して来ました。今年

も、出典する様に準備しています。 

 

 
会場の風景 

 

 
出展風景 

 

 
クラフトの例 

２０１９年の様子 

 

 
出展風景 

 

 
里山の紹介 

 

 
資料の展示 

２０１８年の様子 

 



大阪自然史フェスティバルでの「鉢ヶ峯の自然を守る会」の出展内容～活動紹介の例～ 

 

 
出発 

 

 
里山風景 

 

 
生きもの（アカハライモリ） 

4 月「里山一斉調査」 

 

 

 
集合 

 

 
ゲンジボタル 

 

 
ヘイケボタル 

６月「ホタル観察会」 

 

 

 
説明 

 

 
トンボ釣り 

 

 
トンボ（ヤブヤンマ） 

７月「トンボ釣り大会」 

 

 

 
観察風景 

 

 
ヨシ原 

 

 
ツバメ 

８月「ツバメの塒入り観察会」 

 



 

 
どんぐり飛ばし 

 

 
クラフト 

 

 
どんぐりの試食 

１０月「どんぐり祭り」 

 

 

 
天濃池 

 

 
講義風景 

 

 
地元の高校生 

１１月「天濃池ビオトープの会」 

 

 

 
卵塊 

 

 
幼体 

 

 
成体 

２～４月「ヤマトサンショウウオ調査」 

 

 

 
コナラ林 

 

 
作業風景 

 

 
コナラ芽吹き 

４月「コナラ林・クヌギ林の手入れ」 

 

この他にも、「ナラ枯れ調査」「ホタル調査」等の活動を紹介しました。 



「大阪自然史フェスティバルで出会える団体」とお勧めの「シンポジウム」 

 
 

 


